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高校生への写真作品による鑑賞教育の試み

――中山岩太 《海のファンタジー》を題材として一―
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1.は じめに

全国各地の美術館で写真をテーマとした展覧会が数多 く企画され開催されているように、

近年にいたって日本の写真奈とその作品への関心が大いに高まっている。このような動向

は一般的なメディアの状況に留まらず、高等学校の美術科の教科書にも反映されている。

たとえば光村図書の F美術 1』 (2010年 2月 5日 発行)では木村伊兵衛の作品が掲載され、

同『美術 3』 (2010年 2月 5日 発行)では「作家の生涯と作品」として濱谷浩が特集され、

その代表作が 6点掲載されている。日本文教出版の『美・創造へ 1』 (2010年 1月 15日 発

行)では長倉洋海と長島有里枝が、同『高校美術 1』 (2011年 1月 15日 発行)では杉本悼

司とやなぎみわが紹介されている。木村や濱谷のように戦前期から活躍 した者名な物故作

家から、やなぎや長島といったフレッシュな現役の女性作家まで、日本の新旧の写真家と

その作品が教科書上でも多彩に紹介されていることが瞥見ではあれ、判然とするのである。

現在の高校の美術教育において、多様なカメラ機器の導入も相倹って「写真を使ってつ

くる」授業は活発に試みられているが、芸術作品として「写真をみる」鑑賞の授業となる

とどうであろうか。管見ながら先行研究としては、日本大学の秋元貴美子が芸術総合高校

での写真教育に関する考察で写真の鑑賞について一部触れている事例や
1、

文教大学の三

澤一実 (現・武蔵野美術大学)が自身の企画による写真プロジェクトをもとに写真と学校

教育および地域文化との役割を詳細に考察 した事例が挙げられる
2。 ぃずれも貴重な研究

成果であるが、授業を通しての写真作品の鑑賞への取 り組みは、ようや く緒に就いたとこ

ろといえよう。

本稿では、わが国の新興写真の旗手として戦前のモダニズム期から戦後にかけて活躍 し

た写真家である中山岩太に着日して、中山が 1935年 に制作 した 《海のファンタジー》を

題材に、高校 1年生の美術の授業で実施 した鑑賞の実践について検討を試みる。中山岩太

に関しては、近年も規模の大きな回顧展が関東と関西にて開催された。東京都写真美術館

(目 黒区)での「甦る中山岩太 モダニズムの光と影」展 (2008年 12月 13日 -2009年

2月 8日 )お よび兵庫県立美術館 (榊戸市)での「写真家中山岩太 レトロ・モダン イ申

戸 私は美しいものが好きだ。」展 (2010年 4月 17日 -5月 30日 )である。両展覧会と
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も各種メディアによって積極的に取 り上げられたこともあり、大勢の鑑賞者でにぎわいを

みせていたことはまだ記憶に新 しい。中山岩太は没後 60年を経ても、展覧会を通 じて多

くの人々を意きつけ魅了する力を持つわが国の芸術写真家であるが、高校生にとってはま

だまだ馴1染 みの薄い存在であるといえる。以下、本稿においては中山岩太についての概説

を行い、対象作品である 《海のファンタジー》についての考察を深める。そのうえでこの

作品を題材として実践された鑑賞教育がどのような成果を示 したのか、その意義と口呆題に

ついて検証していくこととする。

2.題材研究 :中山岩太 《海のファンタジー》

2‐ 1.写真家・中山岩太について

中山岩太は 1895(明治 28)年 8月 、福岡県柳川に生まれる。中山が小学生の時、一家

は東京に移る。長ずるに及んで画家を志すが反対され、1915(大正 4)年に東京美術学校

(現 ・東京芸術大学)に新設された臨時写真科に入学する。第一期生として優秀な成績で

卒業 し、農商務省海外実業練習生のユ貝
へ
格を得て渡米。サンフランシスコのカリフォルニア

州立大学に学んだ後ニューヨークに移 り、写真館「ラカン・スタデオ」を開設、営業写真

師として身を立てる。写真館は評判となり経営 も安定するが、1926(大正 15)年 にスタ

ジオー式を売却 してパリに渡る。

パリでは画家の藤田嗣治、写真家のマン・レイ、未来派の舞台美術家エンリコ・プラン

ポリーニといった舒々たる芸術家たちとの親交を得て、欧州モダニズムの最先端の動向に

接する。翌年、ベルリンを経由してシベリア横断鉄道で帰回。しばらくは東京の華族会館

にて写真師として勤めるが、1928(昭和 3)年、兵庫県の芦屋に移って居を構え、以降活

動の拠点とする。

1930(昭和 5)年、紅谷吉之助、ハナヤ勘兵衛らとともに芦屋カメラクラブを結成する。

同年、東京朝日新聞社が主催した第一回国際広告写真展に出品した 《福助足袋》で一等 (商

工大臣賞)を受賞し、一躍脚光を浴びる。1932(昭和 7)年 には野島康三、木村伊兵衛ら

と写真誌『光画』の同人となる。中山は高度に洗練された写真作品の数々を展覧会やグラ

フ雑誌等の各種のメディアに旺盛に発表することで、戦前期の日本写真界において中心的

地位を確立し、指導的役割を果たした。しかしながら、戦時色が強まるとともにその活動

も停i帯 を余儀なくされる。終戦後、ふたたび制作を開始するが 1949(昭和 24)年 1月 、

脳溢血により急逝する。享年 53歳 であった。

中山岩太は近代日本の芸術写真を牽引した写真家であると同時に、神戸大丸で写真スタ

ジオを開設 して、ポー トレイトの名手としてもその名をひろく知られる存在であった。広

告写真や観光写真、スタジオ写真の分野でも幅広 く活躍し、日本の写真史を彩るすぐれた

表現を数多く残 した中山は、その早世が惜 しまれる兵庫県・阪神間ゆかりの写真奈である。
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2‐ 2.《海のファンタジー》解読

中山が 1935年 に制作した《海のファ

ンタジー》(図 1)は、この時期に写

真奈が集中的に取り組んだ連作のなか

の1点である。現在、兵庫県立美術館

に寄託されているヴィンテージ・プリ

ン トの寸法は縦 27.8セ ンチ ×横 21.6

センチ。ガラス乾板をもとにゼラチン

シルバー・プリントの技法で制作され

た、いわゆるモノクロの銀塩写真であ

る。

図1 中山岩太 《海のファンタジー》1935年

まずはプリントの画面上に写されているものについて、個々にみていきたい。中央で向

き合うように置かれているのはタツノオ トンゴである。ヨウジウォ科の魚で、そのユニー

クな外見と、オスが腹部にある育児裏で卵を保護する繁殖形態をもつことでもよく知られ

ている。その右下に写っている大きな貝はスイジガイである。成貝は殻長が 20セ ンチを

超え、 6本の突起が特徴的な巻貝である。和名はこの長 く尖った突起の形が漠字の「水」

に似ることがその由来とされる。画面の右上にあるのはホネガイである。多数の長 く発達

した棘が魚の骨格を連想させるところから、この和名で呼ばれる。画面左上、左側のタツ

ノオトシゴの背後にシルエットとして写つているのはリンボウガイである。貝の周囲に7

～ 9本の細い棘状の突起があり、仏具の輪宝に似ていることからこの和名がつけられてい

る。日本の代表貝のひとつで、日本貝類学会の紋章になっている。さらに細部に目を凝ら

していくと、左狽Jの タツノオトシゴの右正面にあってライトに照らされているのはアラム

シロガイと思われる。粗い藁むしろのごとき外見がその名の由来であるが、殻の長さは 2

センチに満たない巻貝である。そして、さきのタツノオトンゴの真下に、時計の針が「 3

時」を示すように置かれた 2個の貝はウミニナであろう。成貝の殻長は3～ 4セ ンチ、螺

層 (巻 き)は 8層ほどの水滴形をやや伸ばした形状である。さいごに、そのウミニナの左

下にあるシルエットはウノアシと確認される。輪郭が鵜の足の形に似ていることからその

和名がつけられた、潮間帯の岩の表面に付着する笠状の貝である。

中山はこれらの素材を転居先の芦屋の海岸で自ら採集したものと思われる。その当時の、

写真家一家が暮らした声屋の環境について、生涯連れ添った妻の正子が後年、次のように
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回想 している。

昭和三年の夏、一軒家を借 りたから子供を連れて芦屋に来ないかということで、ほ

んの夏休みちゅうだけのつもりで子供たちを連れて芦屋に行った。その借家は精道村

の申新田というところの二階建ての西洋館で、松の木に囲まれた外国ふうの青いペン

キ塗 りだつた。 (略)芦屋というところはパリーの町によく似て、気候 もあまり変化

のない静かな美 しい町だ。(略)海岸は広々としている。水着のままで家から行 くこ

とができる。波も静かだ。ただ貝殻やガラスのかけらが多 くて足をいためるので足袋

をはく。きれいな貝もある。ホウズキも流れついている。そして別荘に住む夫人たち

が美しい水着を着て海に入るでもなく、犬を連れて歩 くあでやかな姿も目につく。
3

さらに妻の正子は中山の制作の様子についても、以下のように述べている。「海岸へ行っ

て貝殻をひろい、ぜんまい、かんざしのこわれたものなど箱に集め、まるでジャンクショッ

プさながら、何にするのだろうと見ていた。子供たちはそれをまねて、セミのぬけ殻やカ

ラカラになった虫、終 りには傘の骨まで拾ってくる。これらを使ってガラスの上に並べる

作業がはじまった。 (略)貝殻、タツノオトシゴなどあらゆるものに取 り組み、毎晩のよ

うに制作をつづける。」
4

生前にまとまった者作を残すことのなかった中山は自身の作品についても述べることは

少なかったが、《海のファンタジー》については次のような「作品解説」を記 している。「海

の底を、想像 してみました。もちろん、水族館を非常な興味を持つてみてきた後の事です。

造化の神様は、何んなつもりで、斯 くも異つた形を与へたのでせう。夫れが皆当り前の様

な顔をして生活 し、聞争してゐるのをみるとをかしくてたまりません。J5

ここで注目すべきは「水族館」という表記についてであろう。中山が芦屋に転居 してき

た当時、阪神電鉄が西宮・甲子園地域の開発を進めており、1929(昭和 4)年に敷地面積

2万坪に温浴施設、運動施設、映画館等を備えた「甲子園娯楽場」をオープンさせている。

その後、1932(昭和 7)年 に動物園と遊戯施設が増設され「浜甲子園阪榊パーク」と改称

されることで、阪榊間のみならず大阪や榊戸以西からも大勢の人々が訪れる一大アミュー

ズメントセンターとして賑わいをみせた。そして 1935(昭和 10)年 3月 には隣接する海

水浴場の用地内に阪神水族館が開設される。建築史家の橋爪紳也は「頭の上に泳ぐ『l里 を見

せる展示、わざわざベルギーから板硝子を取 り寄せて建設 した日本一の水槽など、話題性

のある試みが展開された」と述べており、当時の水族館としては トップレベルの施設であっ

たことがうかがえる
6。

中山の記述にある水族館 とは、おそらくこの施設のことであり、

そこで体験 した刺戟が作品制作の直裁的なモティーフとなっていることが示されているの

である。中山の自作解説は以下のようにまとめられている。
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吾々の常識では理由のわからない「 トゲJみたいなものの出た貝、さては「オコゼ」

だとか「台湾 ドゼウJ等々、斯うなさけない形態も、生きる為かと思ふと実に面白

いではありませんか。斯んな貝設や「オコゼ」にも太陽があり、月の夜があり、ロ

マンスがあり……と思ふと一層面白いではありませんか。そんな考へから、同じ材

料を使つて七点、聞争、ロマンス、ノスタルジー等と云つた風に作つてみました。

其の中の一点です。
7

《海のフアンタジー》は、朝日新聞社が発行するその年度の『日本写真年鑑』(1935年

12月 刊行)に収載された。また同年、中山が盟主の芦屋カメラクラブは全国会募展「ア

シヤ写真サロン」を開催し、クラブ自ら作品集 [ア シヤ写真サロン』を刊行するのである

が、その表紙には中山によるこの連作の別ヴァージヨンが使われている (図 2)。 さらに

翌年、大阪・サと、斎橋そごうの2階 に開設されたテイー・サロンの壁面に、当時最新スタイ

ルの装飾デザインであった写真壁画がセッテイングされるが、その写真壁画 《大阪フォト

ミュラル》に使用されたイメージの1点 は中山の 《海のファンタジー》をトリミングした

ものであった (図 3)。 このように 《海のファンタジー》は中山にとって会心の作であり、

この時期の代表作とされるものである。

図3 写真壁画 《大阪そどうフォトミュラル》1986年

(左 :室田庫造  右 :中山岩太)

図2『アシヤ写真サロン』1935年版

(表紙写真 :中山岩太)

2‐ 3.貝殻形象とシュルレアリスム

ここで中山が 《海のファンタジー》を制作した当時の日本の美術界一般に視線を転じる

と、貝殻がモテイーフとして枯かれた絵画作品がかなりの点数存在することに気づかされ

る。古賀春江 《白い貝殻》(1932年 )、 古家新 《海女の庭》(1933年 )、 川口車九外 《少女と

貝殻》(1934年 )、 今西中通 《真珠》(1935年 )、 小牧源太郎 《貝殻景観》(1937年 )。 これ

ら油彩画ばかりでなく、川端龍子の日本画 《真珠》(1931年 )、 恩地孝四郎の多色木版画 《南

海への思念》(1942年 )等が同様のモティーフを描いた作例として挙げられる。そのなか
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でも貝殻の形象がもっともE日 象的に描かれた作品として人口に1曾久しているのが、三岸好

太郎の油彩画 《海と斜光》(1934年 )であろう (図 4)。 北海道・札幌市出身の三岸好太

郎 (1903-34)は 戦前のモダニズムを代表する画家であり、その早すぎる晩年の1934年

に油彩と水彩、素描による多彩な「喋と貝殻」シリーズを発表する。なかでもこの 《海と

斜光》は三岸の代表作である。

図4 三岸好太郎 《海と斜光》1934年

研究者の大熊彼之は「貝殻が日本の超現実主義的絵画のなかに多 く描かれるようになる

のも、昭和 9年以降のことである。そして、そこに三岸好太郎の『蝶と貝殻』連作の影響

を考えることは、ごく自然なことかもしれない」として、「荒涼とした平原に貝殻状の事

物が散るさまが、『死』を強 く感じさせる作品である。 (略)貝の描写から感 じられるのは、

深 く沈i帯 した画家の内面性である」
8と

論 じている。そして大熊は 1932年に東京を立ち上

がりに大阪・京都・名古屋等を巡回した「巴里東京新興美術展」に三岸が大きな影響を受

けた点に触れ、次のように述べている。「この展覧会には、エルンス ト、アルプ、ミロ、

タンギー、キリコ、マン・レイらの作品が出品されていたのである。そして、ヨーロッパ

の超現実主義者がしばしば蝶や貝殻をモティーフとして制作をおこなっていることも、昭

和 9年当時の日本ではよく知られていたことであった。」
9

この大熊の見解は当時の美術批評を踏まえたものであるが
Ю
、近年、研究者の速水豊が

この時期の貝殻形象について耗義を呈し、再検証を行っている。速水によると、ヨーロッ

パのシュルレアリスム絵画にそれらの形象を見つけだすのはかなり困難であり、「三岸が

シュルレアリスムの常套的なモティーフを採 り上げたという言い方はむしろ州買序が逆」で

はないかと、次のように述べている。

三岸の作品以降、蝶と貝は日本のシュルレアリスム的な造形作品において数多 く描

かれることになる。つまり、喋と貝をシュルレアリスム特有のモティーフとする見

解においては、他ならぬ三岸の作品にもとづくところが大きいとさえ思われるので
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あり、むしろ三岸の描く喋と貝こそが、これらを日本のシュルレアリスムの主要な

モティーフとして私たちに印象づけたのではないだろうか。
11

中山は 《海のファンタジー》の「作品解説」で三岸について言及することはなかった。

阪榊水族館での見聞が直哉の制作動機になっていることは明らかであるが、かつては画家

を志望し、写真家として活躍しながらも絵画表現に高い関′しヽをもちつづけた中山であるゆ

えに、三岸の 《海と斜光》および「蝶と貝殻」連作には当時すでに接していた可能性がき

わめて高いと考えられるのである。

中山はその後もタッノオトシゴや各種の貝殻を大切な「材料」として扱い、積極的に作

品のモテイーフとした。後年の代表作と呼べる 《創生》(1942年 )は国画会展に出品され、

《デモンの祭典》(1948年 )は彼の絶作となった。

3.写真作品による鑑賞教育

3‐ 1.対象生徒の意識調査

今回の実践の対象となった生徒は、筆者の前任校であった阪神間に位置する短期大学の

系列校である高等学校 (女子校)1年生の「美術 I」 選択者29名 である。写真作品によ

る鑑賞を実施するにあたって、事前に以下のような写真に関する記述式のアンケート調査

を行った (2011年 5月 )。

「①写真に興味がありますか」には、930/Oの生徒が「はい」と回答し、「②写真を撮影し

たことがありますか」には全員が「はい」と答えている。生徒たちにとって写真を撮影す

ることは日常的行為であり、高い興味をもつことがうかがえる。「③何を使って撮影しま

したか」では「複数回答可」で問うたところ、「携帯電話Jが 28名 で最も多く、以下「デ

ジタルコンパクトカメラ」が24名、「フイルムカメラ」が 19名、「プリクラ」と称される

プリントシール機器の使用者が 18名 、「デジタルー眼レフカメラJが 6名、パソコンに設

置されている「ウェブカメラ」の使用者が2名 であった。「④写真を撮影すること ,見 る

こと、どちらが好きですかJに は「両方」と回答した生徒が 41%と 最も多く、35%の生

徒が「見ること」、24%の生徒が「撮影すること」と答えた。これらの回答からは、生徒

たちが普段から様々な撮影機材を使用して積極的に写真を撮影している姿が伝わってくる。

「⑤どんな写真を見るのが好きですか (複数回答可)」 では19名が「人物写真」と答え、

続いて 18名 が「風景写真」、9名が「静物写真」、6名 が「その他」と回答した。「その他」

の内訳は、「動物写真」が 3名、「プリクラ」が 1名、「廃墟写真Jが 1名、そして「盛り

写メ」が1名であった。ちなみに「盛り写メ」とは、普段の自分以上に (超越した)かわ

いさが盛り込めた状態を、携帯電話のカメラで撮影した写真画像のことを指す。「⑥写真

の展覧会を見たことがありますか」の質問に「はいJと 答えた生徒は14%に 留まり、「い

いえ」が86%であった。「⑦写真集を見たこと・買ったことがありますか」の問いには、「見

327



名古屋芸術大学研究紀要第 34巻 (2013)

たことがある」と答えた生徒が 590/0、 「買ったことがある」が 33%、 「どちらもない」と

回答した生徒が 8%であった。さいごに「③知っている写真家の名前を挙げてください (複

数回答)」 との質問を行った結果は、「タロらない」が 19名 と圧倒的に多 く、 9名が「渡部

陽一」、 2名が「星野道夫」の名前を挙げた。渡部陽一 (1972-)は 静岡県出身の戦場カ

メラマンで、近年、TV呑組のコメンテーター等としてメディアに頻出することでタレン

ト的な人気を得ている。星野道夫 (1952-96)は 千葉県出身のネイチャー写真家で 1990

年に木村伊兵衛賞受賞。ロシア・カムチャッカ半島で取材中にヒグマに襲われ、44歳で

逝去 している。

以上の回答結果から、対象の生徒たちの身の回りには写真を撮る機材や道具が十分に存

在し、それらを用いて撮影する (撮影される)機会も日常的にふんだんにあることが理解

される。ただし、そのような環境にあっても自らが写真の展覧会に赴 くことは少なく、写

真集を手にとって見る機会は多 くあっても、それが誰によって撮影されたものかといった

ことを意識することは非常に少ない。生徒たちにとって写真とは作者とその作品を鑑賞す

るものというイメージはたいそう希薄であり、各々の好みに応 じてセレクトした情報の一

方向的な享受というかたちでのみ日常生活のなかで機能している存在である、と捉えるこ

とができそうだ。

3‐ 2.写真作品鑑賞の実践

上記の調査を実施したうえで、「美術 I」 の授業として 1時「民の鑑賞活動を行った (2011

年7月 )。

A3サ イズ (横向き)の左狽1に 《海のファンタジー》を印刷し、右側に設間を記したプ

リントを用意して、当日に配布。写真作品についての具体的な情報を伝えることは一切な

く、生徒たちは個別に記述していった。設間は以下の3間。

1 何が写っていますか ? 写つているものをすべて書きましょう。

2.写真家はどのような思いでこの作品をつくったのでしょうか ?

3 あなたはこの作品にどんなタイトル (題名)をつけますか ?

設問 1については、生徒全員が「タツノオ トシゴ」と「貝 (巻貝)Jを 記入 した。「ホネ

ガイ」と書いた生徒 も数名みられた。その他の記入例として、「タコ」「ヒトデ」「細胞膜」

「海草」「サンゴ」「マイマイ」「ワニ」「アメーバ」「太陽の光」「カメ」等がみられた。

設問 2については、以下のような多様な反応が返ってきた。重複を避けて主だった記述

を列記 してみる。

「海の不思議と自然の美 しさを写真で表 している」「海が好きだから」「たくさんの人に

今の海の状況を知らせるために作った。そして環境問題を伝えようとしたのかと思った。
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海にはたくさんの生物がいる」「タツノオ トシゴが近づいてきていると恋人の再会に見え

る。この作品はキレイな何かを表 しているのか…」「悲 しい気持ち (思 い)」 「恋におぼれ

る複雑な気持ち !!」 「日音いイメージ ?」 「深い海の奥にある神秘的な世界をつくりたい思

ヤヽJ。

設問 3については次のような3つのタイプに記述が分類される。

一番多かったのが「海」という言葉を入れたタイプであった。「海の不思議」「深い海の

中」「海の仲間たち」「夏の海J tt。 次に画面内のモティーフに着目したタイプとして「タ

ツノオ トシゴと貝」「タツノオ トシゴの出会い」「双子」といつたタイトルが提示された。

そして抽象的イメージのタイプとして「化石化 していくものJ「僕の世界」「迷い」「涙」「光J

といったタイトルが挙げられた。

各自が記述後に各項目について発表する時間をとり、その後、意見交↓奥をはかった。生

徒たちは互いに意見を聞きあい、領いたり吹き出したり、様々な反応を示 しつつ、自らも

意欲的に発言する姿勢が全体を通 してみられた。そしてひとしきり意見が出揃った時点で、

教師が作者名と制作時期を板書し、写真家について簡略ではあるがプロフィールを述べて、そ

のカタログレゾネである芦屋市立美術博物館監修の『中山岩太 MODERN PHOTOG馳 唾ⅥY』

(淡交社、2003年 )か ら年代順に代表作例を示 した。その後、生徒たちはプリントの別枠

のスペースに鑑賞を通 しての感想と、写真作品に対する興味の変化についてのアンケー ト

を記入 して、授業を終えた。

3‐ 3.成果と課題

鑑賞当日に配布したプリントには別枠で「友だちの意見や先生の説明を聞いて、あなた

が気づいたことや考えたことを書 きましょう。」というスペースがあり、授業に参加 した

生徒全員が記入を行った。そこには以下のような記述がみられた。

・写真にも命が吹き込まれているんだなと思った。タツノオ トシゴだけでなく、貝も同

じ生き物だから生命力があふれているようにみえた。

・今日、初めて知った人だけど、とてもすごい人なんだなと思いました。こういう発想

がすごいと思った。

・聞いた事のない人でよく分からなかったけど写真はキレイだと思いました。これまで

写真をあまり意識 して見たりはなかったからまた見てみたいです。

・作者が地元の写真家だと思わなかったです。他のものも見てみたいし、いろんな人の

写真も気になります。

・ 1枚の写真でもいろんな意見があるから、みんなで話 し合うことはいいことだと思っ

た。

・自分の思ってたのと違う意見や感想がたくさんあった。人のと自分のを聞き比べてみ
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作品に姑する興味が変化 しました

か ?」 とのアンケート結果は、グラ

フとして久のように示されるもので

あった (表 1)。
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るのもおもしろい。

身近にこんな有名な写真家の方がいたなんて知 りませんでした。白黒ですがとても美

しく私は結構好きです。また改めてこの方の作品にふれたいと思いました。

私は、この写真を見て何故か悲しさを感 じます。最後の自然って感じがします。私は、

この写真家の気持ちがわかるのでしょうか ? この写真が全国の人に届 くと良いなと

私は思います。すばらしい作品なので私は家に置いておきたいです。この人がもし居

たら会ってみたいと思います。私もこんなすばらしい作品が撮 りたいです。本当にす

ごいです。だから私は撮 りたいと興味がでてきました。

鑑賞の授業を通して写真作品に対する
興味が変化しましたか n=29

全 く変化は凛

かった

7% とても興味が

深まった

あまり変化は
なかった

21,っ

少しだが興味
が深まった

う之,も

表 1

鑑賞後の感想文からは、クラスメイトの多様な意見に感心 しつつも、自分の受けとった

印象を大切にして、それを明快に述べるものが多 くみられた。また、作者が芦屋に在住 し

て活躍した写真家だったことに関心をいだいたという記述も多数あった。それらが生徒自

身の言葉でいきいきと記されていたことも、授業の成果として加味される事柄であろう。

中山が活動 した神戸 。芦屋を主とする阪榊間は、今回の鑑賞授業に参加 した生徒たちの多

くが住まう生活圏である。本実践のねらいのひとつが、表層的な名作鑑賞に終わることな

く対象となる写真作品と鑑賞者の背後にある地域的関連性に気づ くことであった。その点

については一定の成果をみることができた。しかしながらもう一方で、鑑賞後のアンケー

トからは課題も浮かび上がってくる。なんらかの興味が深まったと回答した生徒は全体の

7割 に留まり、残 りの生徒にとっては、この授業を通して写真作品への興味の向上はみら

れなかったからである。この 3割の生徒たちへの有効な働きかけを、授業を通していかに

構築していくべきかは今後の課題である。
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4.おわりに

筆者は今回、中山岩太の作品を題材としたが、その選択にあたっては必ずしも過去の物

故作家のみに固執 しているわけではない。しかしながら、現代の代表的な写真家でコマー

シヤリズムと切 り離された状態で地域と密接にかかわりながら制作を行っている事例はた

いへんに少ない。そして写真家およびその作品の評価についても、一定の時間的 (歴史的)

作用は求められるものであろう。

そのような事柄を考え合わせての題材選択であったが、モダニズム期の阪神問および関

西圏はすぐれた写真家が輩出した写真史上の豊穣期にあたり、中山以外にもこの時期にl舌

躍した写真家は幾人も存在する。そしてその写真家たちの影響は関東や東海、山陰、九州

等の広範な地域に及んでいる。その点も踏まえながら、今後は阪神間に限らず異なる多様

な地域においても教育実践の機会を得るように努め、写真作品による鑑賞教育を試みてい

きたいと考える。
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